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いては、各ワーキング・グループから 2013 年度の活動報告および 2014 年度の活動方針、な
らびに決算・予算計画について報告があり、承認が得られた。また、今年度より、FD に関す
る個別テーマの分科会が講演・ワークショップ形式で開催された。その後、会員校の組織的





第 7 回総会プログラム 
総 会【京都大学 百周年時計台記念館】13：00～ 






議 事 14:00～ 
 
 議  長：飯吉 透（京都大学・代表幹事校代表） 
 (1) 平成 25 年度活動報告について 
 (2) 平成 26 年度活動方針について 
 (3) 平成 25 年度決算について 
 (4) 平成 26 年度予算について 
 (5) 次期幹事校、監査校の選出について 
 (6) その他 
 
FD 分科会 15:10～ 
分科会１：FD 担当者のための Q and A セミナー 





講師：谷 美奈（帝塚山大学）・松下 佳代（京都大学） 
 
分科会３：アクティブラーニングの新しい展開・反転授業 
講師：森 朋子（関西大学）・溝上 慎一（京都大学） 
 
ポスターセッション「FD 活動報告会 2014」【国際交流ホール】16：40～ 





























































　本協議会の会員校数は、2014 年 12 月 25 日現在で 147 校（121 法人）である。括弧内の「法
人」の表記 については、同一法人組織である大学と短期大学（部）が単一の機関として入会
していることを示す。昨年 2013 年 12 月 25 日時点では、149 校（123 法人）であり、会員
校数は１年間で 2 校（2 法人）の減少となる。会員校リストを表１に示す。
　本協議会の組織図を図 1 に示す。本協議会の組織体制は、代表幹事校 1 校、常任幹事校 5 校、
幹事校 8 校、監査役 2 校で構成されている（表 2）。
　本協議会の活動を推進するため、4 つの WG として「FD 共同実施 WG」「FD 連携企画 WG」「広








表 1　会員校名リスト　2014 年 12 月 25 日現在、147 校（121 法人）
































事 務 局 京都大学 
常任幹事校（任期4年） 大阪大学 大阪市立大学 神戸大学 同志社大学 立命館大学 
幹 事 校（任期2年） 大阪府立大学 関西大学*  関西学院大学  
神戸常盤大学・神戸常盤大学短期大学部*  
龍谷大学・龍谷大学短期大学部 和歌山大学* 
監 査 役（任期2年） 大阪工業大学 近畿大学 
* は規約施行の最初の特例措置として、3 年任期の幹事校。 
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日　時：平成 26 年 4 月 14 日（月）15：00 ～
場　所：京都大学吉田南 1 号館 106 会議室
議　題
　　1. 平成 25 年度活動報告案について
　　2. 平成 26 年度活動方針案について
　　3. 平成 25 年度決算案について




○資料―1　 関西地区 FD 連絡協議会幹事会（第 9 回）出席者名簿（本節資料 1）
○資料―2　 平成 25 年度関西地区 FD 連絡協議会事業報告〔事務局関連〕（本節資料 2）
　資料―3　 関西地区 FD 連絡協議会会員校一覧（平成 26 年 4 月 14 日現在）
　資料―4　 関西地区 FD 連絡協議会幹事会（第 8 回）議事録（案）（平成 25 年 4 月 15 日開催）
○資料―5　 FD 共同実施 WG 活動報告・活動方針案（本節資料 3）
○資料―6　 FD 連携企画 WG 活動報告・活動方針案（本節資料 4）
○資料―7　 広報 WG 活動報告・活動方針案（本節資料 5）
○資料―8　 研究 WG 活動報告・活動方針案（本節資料 6）
　資料―9　 平成 25 年度関西地区 FD 連絡協議会決算書（案）
　資料―10　平成 26 年度関西地区 FD 連絡協議会予算書（案）
　資料―11　平成 27 年度、平成 28 年度予算素案
　資料―12　　FD 活動報告会ポスター発表校一覧
　資料―13　　関西地区 FD 連絡協議会第 7 回総会プログラム（案）
FD 共同実施部 大阪大学* 関西学院大学 京都大学 
FD 連携企画部 立命館大学* 関西大学 神戸常盤大学・神戸常磐大学短
期大学部 大阪府立大学 京都大学 
広 報 部 大阪市立大学* 和歌山大学 京都大学 
研 究 部 神戸大学* 龍谷大学・龍谷大学短期大学部 同志社大学
京都大学 
*は WG の責任校。各部に、代表幹事校（京都大学）が連絡担当として加わる 
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　資料―14　　関西地区 FD 連絡協議会第 7 回総会『当日の手順』（案）
　参考資料―1　「関西地区 FD 連絡協議会」規約
　参考資料―2　 関西地区 FD 連絡協議会会費取扱要領
3‒2.　第 10回幹事校会議（2014年度第 2回）
日　時：平成 26 年 12 月 1 日（月）15：00 ～
場　所：京都大学吉田南 1 号館 106 会議室
議　題
　　1. 関西地区 FD 連絡協議会の今後について
　　2. その他
（配付資料）
○資料―1　　　関西地区 FD 連絡協議会幹事会（第 10 回）出席者名簿（本節資料 7）
　資料―2　　　関西地区 FD 連絡協議会幹事会 会員校一覧（平成 26 年 12 月 1 日現在）
　資料―3　　　関西地区 FD 連絡協議会幹事会 幹事校一覧（平成 26 年 12 月 1 日現在）
　資料―4　　　平成 26 年度関西地区 FD 連絡協議会予算書
　資料―5-1　　平成 27 年度関西地区 FD 連絡協議会予算素案－１
　資料―5-2　　平成 27 年度関西地区 FD 連絡協議会予算素案－２






　参考資料―6　関西地区 FD 連絡協議会幹事会（第 9 回）議事録（案）
　（平成 26 年 4 月 14 日開催）
3‒3.　第 11回幹事校会議（2014年度第 3回）
日　時：平成 27 年 1 月 26 日（月）15：00 ～
場　所：京都大学百周年時計台記念館会議室Ⅲ
議　題
　　1. 関西地区 FD 連絡協議会の今後について
　　2. その他
（配付資料）
○資料―1　　　関西地区 FD 連絡協議会幹事会（第 11 回）出席者名簿（本節資料 8）
　資料―2　　　関西地区 FD 連絡協議会幹事会 会員校一覧（平成 27 年 1 月 26 日現在）
　資料―3　　　関西地区 FD 連絡協議会幹事会 幹事校一覧（平成 27 年 1 月 26 日現在）
　資料―4　　　関西地区 FD 連絡協議会幹事会（第 10 回）議事録（案）
（平成 26 年 12 月 1 日開催）
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　資料―5　　　関西地区 FD 連絡協議会幹事会 FD 共同実施ワーキンググループ ワークロード
　資料―6　　　関西地区 FD 連絡協議会幹事会 FD 連携企画ワーキンググループ ワークロード
　資料―7　　　関西地区 FD 連絡協議会幹事会 広報ワーキンググループ ワークロード






大 阪 大 学 全学教育推進機構 企 画 開 発 部 長 竹 村 治 雄 常任幹事校
神 戸 大 学 大学教育推進機構 教 授 山 内 乾 史 常任幹事校
同 志 社 大 学
学 習 支 援 ・
教育開発センター 事 務 長 井 上 真 琴 常任幹事校
立 命 館 大 学 教育開発推進機構
教 育 開 発 支 援
セ ン タ ー 長 沖 裕 貴 常任幹事校
〃 教育開発推進機構
教 育 開 発 支 援
副 セ ン タ ー 長 安 岡 高 志
大 阪 府 立 大 学 高等教育推進機構
学 長 補 佐 ・
高等教育推進機構長
副 機 構 長
高 橋 哲 也 幹事校
〃
高等教育推進機構
教 育 推 進 課 課 長 大 久 保 正 明
関 西 大 学
教 育 開 発 支 援
セ ン タ ー セ ン タ ー 長 田 中 俊 也 幹事校
〃 授業支援グループ 職 員 竹 中 喜 一
関 西 学 院 大 学
高 等 教 育 推 進
セ ン タ ー セ ン タ ー 副 長 中 野 康 人 幹事校
〃 教 務 機 構 事 務 部 課 長 冨 田 則 幸
神戸常盤大学・神戸常盤
大 学 短 期 大 学 部 保健科学部看護学科 教授 ・ 㻲㻰委 員長 畑 吉 節 未 幹事校
龍谷大学・龍谷大学短期
大 学 部
大 学 教 育 開 発
セ ン タ ー セ ン タ ー 長 長 谷 川 岳 史 幹事校
〃 教 学 企 画 部 課 長 井 上 弓 子
和 歌 山 大 学 教 育 企 画 課 企 画 係 長 上 山 と も 子 幹事校
京 都 大 学
高等教育研究開発推
進 セ ン タ ー センター長・教授 飯 吉 透 代表幹事校
〃 〃 教 授 松 下 佳 代
〃 〃 准 教 授 溝 上 慎 一
〃 〃 准 教 授 田 口 真 奈





















































㻞㻡㻚㻢㻚㻝㻞 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会共催依頼について ◆共催：関西学院大学
㻞㻡㻚㻢㻚㻝㻞 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会共催依頼について ◆共催：神戸大学
㻞㻡㻚㻢㻚㻞㻝 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会協賛依頼について ◆協賛：関西大学
㻞㻡㻚㻢㻚㻞㻝 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会共催依頼について ◆共催：神戸薬科大学
㻞㻡㻚㻢㻚㻞㻤 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会共催依頼について ◆共催：大阪工業大学
㻞㻡㻚㻣㻚㻝㻞 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会協賛依頼について ◆協賛：近畿大学
㻞㻡㻚㻣㻚㻝㻥 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会協賛依頼について ◆協賛：神戸国際大学
㻞㻡㻚㻣㻚㻞㻡 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会協賛依頼について ◆協賛：京都大学
㻞㻡㻚㻥㻚㻠 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会協賛依頼について ◆協賛：京都大学
㻞㻡㻚㻝㻜㻚㻠 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会協賛依頼について ◆協賛：滋賀県立大学
㻞㻡㻚㻝㻝㻚㻝㻡 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会共催依頼について ◆共催：関西大学
㻞㻡㻚㻝㻝㻚㻝㻥 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会協賛依頼について ◆協賛：兵庫教育大学





㻞㻡㻚㻝㻞㻚㻝㻜 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会協賛依頼について ◆協賛：桃山学院大学
㻞㻡㻚㻝㻞㻚㻝㻟 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会共催依頼について ◆共催：神戸大学
㻞㻡㻚㻝㻞㻚㻝㻟 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会共催依頼について ◆共催：神戸大学
㻞㻡㻚㻝㻞㻚㻞㻜 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会協賛依頼について ◆協賛：関西大学
㻞㻢㻚㻝㻚㻣 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会協賛依頼について ◆協賛：京都大学
㻞㻢㻚㻝㻚㻝㻜 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会協賛依頼について ◆協賛：大阪大学
㻞㻢㻚㻝㻚㻝㻜 幹事会【回議】 退会について ◆退会：大阪国際大学
㻞㻢㻚㻝㻚㻝㻠 (幹事校) 関西地区FD連絡協議会第7回総会の日程について ◆第7回総会を平成26年5月17日に開催する旨了承
㻞㻢㻚㻞㻚㻝㻠 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会共催依頼について ◆共催：京都大学
㻞㻢㻚㻟㻚㻠 幹事会【回議】 退会について ◆退会：関西国際大学









㻞㻢㻚㻟㻚㻝㻣 幹事会【回議】 関西地区FD連絡協議会共催依頼について ◆共催：滋賀県立大学











 2013 年度 FD 共同実施ワーキンググループの活動目的は以下の 2 点である。ただし、今年度
























































































































































 計   208 125 102 71 31  
 
カンジュニ開始から 3 年が経過した。昨年度は 100 名弱の参加であったが、今年度は表に示
したように、200名を越える参加があった。参加教職員の所属大学は、28 大学(下記参照)にの
ぼり、認知度があがってきたことがうかがえる。 














（1）2013 年 3 月 19 日（火） 大阪大学 
「対話授業とは何か」 関西 FD からの参加者：20 名 
2013 年 3 月 19 日（火）に、大阪大学（豊中キャンパス）ステューデント・コモンズ（総合




され、大阪大学の新任教員等が 22 名、関西地区 FD 連絡協議会加盟校から 20 名、非加盟校か










              （写真およびデータ提供：大阪大学） 
 
（2）2013 年 4 月 27 日（土）滋賀県立大学 





第 1 講 10:10～12:10 授業の基本①－基本の基本－ 
第 2 講 13:00～14:45 授業の基本②－授業展開上の罠－ 



































（3）2013 年 6 月 28 日（金）滋賀県立大学 
『大学生への作文法指導』 関西 FD からの参加者：26 名 
滋賀県立大学で「大学生への作文法指導」研修会が開催された。講師は滋賀県立大学教育実




















（4）2013 年 8 月 19 日（月）神戸薬科大学 




第 1 講 10:00～12:00 授業の基本①－基本の基本－ 
第 2 講 13:00～15:00 授業の基本②－授業展開上の罠－ 










（5）2013 年 9 月 6 日（金）大阪工業大学 
「授業の基本」ワークショップ 関西 FD からの参加者：7 名 
大阪工業大学で「授業の基本」ワークショップが開催された。講師は滋賀県立大学教育実践
支援室長の倉茂好匡先生である。第 1 講から第３講で構成され、第 1・2 講は「授業の基本」
に関する講義、第 3 講は「教材研究のグループワーク」となっており、教授、准教授、講師、
助教、研究員といった様々な立場の教員が皆一様に熱心に受講されていた。 
第 1・2 講を経て、第 3 講では 6 グループに分かれて教材研究のグループワークを行い、最







第 1 講 授業の基本① －基本の基本― 
第 2 講 授業の基本② －授業で陥りやすい罠― 







（6）2013 年 9 月 9 日（月）〜10 日（火）関西学院大学西宮上ケ原キャンパス 
「大学教員のための『講義方法ブラッシュアップ』」 関西 FD からの参加者：1 日目 8 名、2










































教授   16 名 
准教授  13 名 
助教   10 名 
講師   25 名（うち、テニュア１名） 
助手    1 名 
研究員   １名 
学振 PD  １名 








1. 新任教員として：32 名（←13 名）                  
2. 学内の FD 担当委員として：11 名（←4 名）  
3. 新任教員ではないが研修会に関心を持って：32 名：（←13 名）  
4. 事務職員として：2 名（←1 名）  












1. 学内のビラ・ポスターから：10 名（←3 名） 
2. 関西 FD の HP から：3 名（←1 名） 
3. FD 業務を担当する教職員から：11 名（←19 名） 
4. その他の教職員から：31 名（←2 名） 
5. 関西 FD からのE メールによる案内で：9 名（←7 名） 









1. 大学から参加するよう指示があったから：14 名（←3 名） 
2. FD 担当委員の業務として参加する必要があったから：7 名（←2 名） 
3. 自分の教育能力を高めたかったから：50 名（←24 名） 
4. 大学教育を考える機会が欲しかったから：20 名（←11 名） 
5. 実際に教育を行う上で悩んだり困ったりしたことがあるから：34 名（←12 名） 
6. 研修会の内容そのものに興味をもったから：41 名（←15 名） 
7. 他大学の研修会に参加してみたかったから：8 名（←5 名） 



























































































































































































































































































































































研修会参観交通費㻌 ¥10,000  
研修会開催補助（講師謝金、広報等）㻌 ¥50,000  





雑費㻌 ¥10,000  
合計㻌 ¥250,000  
※「１．パンフレット・ポスター・ホームページ作成・発送」は 2010 年・2012 年度の実績よ
り算出 





FD 連携企画 WG 2013 年度活動報告・2014 年度活動方針案 
 
         2014.4.14 幹事校会議 
立命館大学、関西大学、神戸常盤大学、京都大学 
 
1． FD 連携企画 WG の目的と組織体制 
 
1-1．目的  















 ・京都大学（松下佳代）  ……事務局 
◇関西 FD パイロット校 
・神戸常盤大学（松田光信）：2008.5～（2011.5 更新） 
・藍野大学医療保健学部理学療法学科（平山朋子）：2009.3～（2012.4 更新）   
 ・大阪府立大学（新井隆景／高橋哲也）：2012.1～  
   ※パイロット校の認定期間（３年間・更新可） 
◇FD 連携企画 WG 
 上記の 6 校 
 ＋京都精華大学共通教育センター（高橋伸一）……2011 年度より参加   計 7 校 
 
 
2． 2013 年度活動報告 
 
2-1．ワークショップの開催 














 昨年度末に刊行した、関西地区 FD 連絡協議会・京都大学高等教育研究開発推進センター
編『思考し表現する学生を育てるライティング指導のヒント』（ミネルヴァ書房、2013 年 3



















 13:30〜13:40 開会挨拶、趣旨説明 
  第 1 部 講演 
 13:40〜14:10 事例紹介 1 「大学における Personal Writing 導入の意義─『文章表
現者としての主体形成』をいかに促すか─」谷美奈氏（帝塚山大学） 
 14:10〜14:40   事例紹介 2「『思考の型』をいかに学ばせるか―哲学系科目における
ライティング指導―」坂本尚志氏（京都薬科大学） 
 14:40〜15:00  質疑応答 
  第 2 部 ラウンドテーブル 
 15:15〜15:25 課題説明 
 15:25〜16:25 グループワーク 
 16:25〜16:50 各グループからの報告 
 16:50〜17:20 全体討論、講師からのコメント 
 17:20     閉会挨拶  
 



















・『ライティング指導のヒント』4 冊購入：計 8,960 円  
 ＊2,240 円（2,800×0.8）/冊×4 冊 
【収入】 
・『ライティング指導のヒント』4 冊販売：計 10,000 円 
 ＊2,500 円/冊×4 冊  































 広報 WG は、本協議会に関する広報業務をおこなう。具体的には、(1) ウェブサイトおよびメーリン




 広報部は以下のように構成されており、2014 年 4 月現在、部と WG の構成員は一致している（敬称
略）。 
  ・大阪市立大学（大久保敦）･･･責任校 
  ・和歌山大学（藤永博） 




 ニュースレターについては、第 10 号（9月、編集責任者：大久保敦（大阪市立大学））、第 11号（2
月、編集責任者：大久保敦（大阪市立大学））の 2 号を発行した（図 1）。今年度より電子媒体（PDF
ファイル）での刊行とし、全会員校および原稿執筆者宛にメールで周知した。また、ニュースレターの
PDF 版は協議会ウェブサイトへ掲載し一般公開した。 
 2013 年度は、前年度に引き続き、協議会が企画・実施したイベント等の活動報告や、各 WG からの
お知らせのほか、会員校間の FD 活動に関する情報共有を促進するため、個別の会員校における FD の
取り組み紹介を充実させてきた。第 10号（タイトル：「節目を迎えた関西 FD」）では、第 6回総会、本
協議会主催イベントの報告に加え、流通科学大学、大阪河崎リハビリテーション大学、大阪体育大学、
大阪大学、滋賀県立大学より活動報告がなされた。また、FD 連携企画 WG の活動成果をまとめ、ミネ
ルバ書房より刊行された「思考し表現する学生を育てるライティング指導のヒント」の報告がなされる
とともに、総会と同日に開催された「FD活動報告会 2013」についての報告もなされた。第 11号（タイ











(a) 第 10 号              (b) 第 11 号 
図 1 関西地区 FD 連絡協議会 ニュースレター 
 
 





2-3．「FD 活動報告会」関連業務  
 2013 年度総会にて開催された FD活動報告会 2013 の報告書（2013 年度より PDF 版のみ）を作成し、
ニュースレター第 10 号と合わせて会員校にメールで配信した。また、FD 活動報告会におけるポスター
発表の原稿作成は MOST（https://most-keep.jp）を利用することが推奨されており、システム利用の









・第 12 号（7 月頃） 
 内容（案）：2014 年度総会報告、協議会活動報告、会員校取り組み紹介など 
 ※「FD 活動報告会 2014」の報告書（PDF 版）と同報する予定 







3.3 FD 活動報告会の関連業務 
 2014 年度の総会と合わせて開催される「FD 活動報告会 2014」の報告書を作成し、ニュースレター
第 12 号に同報する形で会員校に送付する。ニュースレター同様、PDF 版のみの作成とする。また、翌








・ドメイン維持費 年額 4,620 円 
・サーバー維持費 年間 50,400 円（@4,200 円×12 ヶ月） 
・サイト改修費 150,000 円 
 
2) ニュースレター関連 
 ・ニュースレター第 12 号作成費 63,000 円（12 頁、PDF 版のみ） 
 ・ニュースレター第 13 号作成費 42,000 円（8 頁、PDF 版のみ） 
 ・総会テープ起こし費     26,250 円 
3) 「FD 活動報告会 2014」関連 











 研究ワーキンググループ（:*）は、年度、関西地区 )'連絡協議会第 回総会（月
日）において承認された活動方針に基づいて、「)'メディア研究 6*」（主査校：大阪成
蹊大学）、「)'デザイン研究 6*」（主査校：神戸大学）の二つのサブグループを中心に活動











































































 昨年度実績に鑑み、本年度も引き続き、「FD メディア研究 SG」、「FD デザイン研究 SG」
の二つの SG において、共同研究活動を推進する。研究 WG は、その活動に必要な支援を
行う。
 本研究 SG の活動内容は、関西 FD のホームページに掲載すると共に、公開研究会や大学
教育研究フォーラム（京都大学）の場などを利用して、共有を図る。 
 本年度は、特に新規の SG を作ることはしないが、新規 SG の立ち上げ希望も含めて、総





 SG 研究会を 4 回開催する。ケータイ等を利用した授業アンケート、出欠確認の見学会を




















大 阪 大 学 全学教育推進機構 企 画 開 発 部 長 竹 村 治 雄 常任幹事校
大 阪 市 立 大 学
大 学 教 育 研 究
セ ン タ ー
学 長 特 別 補 佐 ・
副 所 長 ・ 教 授
大 久 保 敦 常任幹事校
神 戸 大 学 大学教育推進機構 副 機 構 長 大 野 隆 常任幹事校
〃 大学教育推進機構 教 授 山 内 乾 史
同 志 社 大 学
学 習 支 援 ・
教育開発センター
事 務 長 井 上 真 琴 常任幹事校
立 命 館 大 学 教育開発推進機構
教 育 開 発 支 援
セ ン タ ー 長
沖 裕 貴 常任幹事校
大 阪 府 立 大 学 高等教育推進機構 学長補佐㻛高等教育推進機 構 副 機 構 長 教 授 高 橋 哲 也 幹事校
〃 高等教育推進機構 准 教 授 深 野 政 之
関 西 大 学
教 育 開 発 支 援
セ ン タ ー
セ ン タ ー 長 田 中 俊 也 幹事校
〃
学 事 局 授 業 支 援
グ ル ー プ
課 員 竹 中 喜 一
関 西 学 院 大 学
高 等 教 育 推 進
セ ン タ ー
セ ン タ ー 副 長 中 野 康 人 幹事校
〃 教 務 機 構 事 務 部 課 長 冨 田 則 幸
〃 教 務 機 構 事 務 部 中 村 洋 右
龍 谷 大 学 ・
龍谷大学短期大学部
大 学 教 育 開 発
セ ン タ ー
セ ン タ ー 長 長 谷 川 岳 史 幹事校
〃 教 学 企 画 部 課 長 井 上 弓 子
和 歌 山 大 学 経 済 学 部
授業評価・改善推進部
会長 㻛副学部長 教授
藤 永 博 幹事校
京 都 大 学
高等教育研究開発推
進 セ ン タ ー
セ ン タ ー 長 ・ 教 授 飯 吉 透 代表幹事校
〃 〃 教 授 松 下 佳 代
〃 〃 教 授 溝 上 慎 一
〃 〃 准 教 授 田 口 真 奈
〃 〃 准 教 授 酒 井 博 之










大 阪 大 学 全 学 教 育 推 進 機構 企 画 開 発 部 長 竹 村 治 雄 常任幹事校
大 阪 市 立 大 学 大 学 教 育 研 究セ ン タ ー 准 教 授 西 垣 順 子 常任幹事校
神 戸 大 学 大 学 教 育 推 進 機構 教 授 山 内 乾 史 常任幹事校
同 志 社 大 学 学 習 支 援 ・教 育 開 発 セ ン タ ー 事 務 長 井 上 真 琴 常任幹事校
立 命 館 大 学 教 育 開 発 推 進 機構 教 育 開 発 支 援セ ン タ ー 長 沖 裕 貴 常任幹事校
大 阪 府 立 大 学 高 等 教 育 推 進 機構 学長補佐/高等教育推進機構副 機 構 長 教 授 高 橋 哲 也 幹事校
〃 高 等 教 育 推 進 機構 准 教 授 深 野 政 之
関 西 大 学 学 事 局 授 業 支 援グ ル ー プ 課 員 竹 中 喜 一 幹事校
関 西 学 院 大 学 教 務 機 構 事 務 部 課 長 冨 田 則 幸 幹事校
〃 教 務 機 構 事 務 部 中 村 洋 右
神 戸 常 盤 大 学 ・
神戸常盤大学短期大学部 保健科学部看護学科 准 教 授 黒 野 利 佐 子 幹事校
龍 谷 大 学 ・
龍谷大学短期大学部
大 学 教 育 開 発
セ ン タ ー セ ン タ ー 長 長 谷 川 岳 史 幹事校
和 歌 山 大 学 経 済 学 部 授業評価・改善推進部会長/副 学 部 長 教 授 藤 永 博 幹事校
京 都 大 学 高等教育研究開発推進セ ン タ ー セ ン タ ー 長 ・ 教 授 飯 吉 透 代表幹事校
〃 〃 教 授 松 下 佳 代
〃 〃 教 授 溝 上 慎 一
〃 〃 准 教 授 田 口 真 奈
〃 〃 准 教 授 酒 井 博 之









III − 2.　FD活動報告会 2014
　2014 年 5 月 17 日（土）、関西地区 FD 連絡協議会第 7 回総会において、会員校で組織的に
取り組まれている FD や教育改善の活動についてポスター発表の形式で情報交換をおこなう
「FD 活動報告会 2014」が開催された（写真 1、資料 1）。本報告会は、今年度で 5 度目の開催
であった。初年度は幹事校を中心に 17 件、その後、12 件、17 件、28 件の発表であったが、























　ポスターの原稿は、MOST を利用し、KEEP Toolkit を使ったスナップショットとしてオン
ライン上で作成することが推奨されている。従来と同様、多くの発表校が MOST を利用して
原稿を作成し、これ以外の発表原稿と合わせて一覧にしたものを、協議会の成果としてウェブ
上で対外的に発信した（図 2）。下記の URL から各ポスターにアクセスできる。なお、ピアレ
ビューのコメントについては、会員校の共有財産として PDF ファイルおよび会員校の教職員
のみがアクセスできるオンラインコミュニティ内で公開されており、初回のコメントから蓄積















「5 非常に満足している」15 件、「4 まあまあ満足している」31 件、「3 どちらともいえない」
8 件（「2 あまり満足していない」「1 全く満足していない」は共に 0 件）と、５件法の評定平
















関西地区 FD 連絡協議会 第 7 回総会 
 
 





 13:00 総会（百周年記念ホール） 
 13:10 基調講演「FD の現状と課題について」 
      里見 朋香（文部科学省高等教育局大学振興課長） 
 14:00 議事 
 16:40 FD 分科会 
      分科会１：FD 担当者のための Q and A セミナー－今さら聞けない FD の基礎基本－ 
                 講師：佐藤 浩章（大阪大学） 
   分科会２：学びの意欲が持てない現代大学生の自己像とは？ 
                －彼らをどう理解し支援するのか－ 
                講師：谷 美奈（帝塚山大学）・松下 佳代（京都大学） 
   分科会３：アクティブラーニングの新しい展開・反転授業 
                講師：森 朋子（関西大学）・溝上 慎一（京都大学） 
 16:40 ポスターセッション「FD 活動報告会 2014」（於：国際交流ホール） 










 1 月中旬 ニュースレター発行（発表校の参加受付開始） 
 3 月 14 日（金） 参加受付締切り（第一次：MOST 講習会参加希望者のみ） 
 3 月 14 日（金） MOST 講習会（於：京都大学） 
 3 月 20 日（金） 参加受付締切り（最終） 
 4 月 26 日（金） 幹事校会議（ポスター発表校（経過）、ピアレビュー担当校の承認） 
 4 月 26 日（金） 発表原稿提出締め切り 
 5 月 7 日（水）〜 ピアレビュー担当校に発表原稿、コメントシート記入要領を通知 
 5 月 17 日（土） 総会「FD 活動報告会 2014」 
 5 月 30 日（金） 発表者からの回答コメント締切、原稿の修正期限 
 6 月中旬 MOST 上での共有化、関西 FD の HP からリンク 










開してもらい、それを関西 FD 認定プログラムとするものである。関西 FD では、研修マトリッ
クスを作成、周知することによって、各大学の研修会を相互利用できる機会を提供している。
　今年度で 4 年を終えたが、過去 3 年間のプログラム提供数が 6 ～ 10 程度であったのに対し
























　前述したように、2014 年度の初任教員向けプログラムは 32 回であり、7 校が自校の研修
会を公開した。表１は、2014 年 12 月実施までに実施された、27 のプログラムの講座名、開
催大学、開催日時ならびに、参加者数などについてまとめたものである。

























































































































































































































         
  計           
 自学自習を促すシラバス作成法 大阪大学 
 ルーブリック評価入門〜時短・ブレない・公平な評価方法〜 大阪大学 
 目的に応じたグループ学習を授業に導入する方法 大阪大学 
 コースデザインワークショップ（宿泊型） 大阪大学 ～
 主体的な学びに向けた、学生のリフレクションを促す方法 大阪大学 
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3.　初任教員向けプログラムに対する参加者の評価
　前述したように、FD 共同実施 WG では、初任教員向けプログラムに参加した、関西地区
FD 連絡協議会加盟校の教職員に対して、事後アンケートを実施している。現時点で回答を得





教授　　　28 名（← 16 名）
准教授　　24 名（← 13 名）
助教　　　17 名（← 10 名）
講師　　　31 名（← 25 名）
助手　　　4 名 （← 1 名）
研究員　　1 名 （← 1 名）






1.　新任教員として：35 名（← 32 名）
2.　学内の FD 担当委員として：15 名（← 11 名）　
3.　新任教員ではないが研修会に関心を持って：59 名（← 32 名）　
4.　事務職員として：6 名（← 2 名）　
3‒3.　研修会をどのようにして知ったか
　「あなたはこの研修会のことをどのようにして知りましたか。」という設問に対する回答は以





1.　学内のビラ・ポスターから：8 名（← 10 名）
2.　関西 FD の HP から：19 名（← 3 名）
3.　FD 業務を担当する教職員から：40 名（← 11 名）
4.　その他の教職員から：8 名（← 31 名）








1.　大学から参加するよう指示があったから：16 名（← 14 名）
2.　FD 担当委員の業務として参加する必要があったから：11 名（← 7 名）
3.　自分の教育能力を高めたかったから：81 名（← 50 名）
4.　大学教育を考える機会が欲しかったから：25 名（← 20 名）
5.　実際に教育を行う上で悩んだり困ったりしたことがあるから：50 名（← 34 名）
6.　研修会の内容そのものに興味をもったから：69 名（← 41 名）
















【受講機会の多様性が確保される】   
受講の機会が増えるので、勤務との関係上とてもありがたいです。 私立 助教 
他大学の先生方との交流にもなる上、自分の日程や興味に合うものを選べて良い。 国立 研究員 




















【研修内容の多様性が確保される】   

































































【受講機会の多様性が確保される】   
受講の機会が増えるので、勤務との関係上とてもありがたいです。 私立 助教 
他大学の先生方との交流にもなる上、自分の日程や興味に合うものを選べて良い。 国立 研究員 





















【研修内容の多様性が確保される】   

















































































他大学の様子も分かり、とても良いと思う。 私立 講師 













視野が広がりますので有りがたいと感じています． 私立 講師 
他大学の教職員の方と交流できる点が良い。 私立 教授 










他大学の教員との交流やグループ演習は、お互いに学ぶこともありよかった。 私立 助手 
研修会を行っていること自体に感心しました。 私立 准教授 
非常によいと思います。他大学の状況も知る機会にもなり、参考になります。 私立 講師 
【移動時間の確保が問題】   
伴うものは不適かもしれません。
【研修内容の多様性が確保される】   


















































































他大学の様子も分かり、とても良いと思う。 私立 講師 













視野が広がりますので有りがたいと感じています． 私立 講師 
他大学の教職員の方と交流できる点が良い。 私立 教授 










他大学の教員との交流やグループ演習は、お互いに学ぶこともありよかった。 私立 助手 
研修会を行っていること自体に感心しました。 私立 准教授 
非常によいと思います。他大学の状況も知る機会にもなり、参考になります。 私立 講師 





非常に良いことだと思いますが、移動に時間を取られるのがネックだと思います。 国立 講師 


















大変良いと思う。もっと広く、 すべきと感じた。35  公立 教授 
【多様な内容の開催を希望】   

















































他大学の様子も分かり、とても良いと思う。 私立 講師 













視野が広がりますので有りがたいと感じています． 私立 講師 
他大学の教職員の方と交流できる点が良い。 私立 教授 










他大学の教員との交流やグループ演習は、お互いに学ぶこともありよかった。 私立 助手 
研修会を行っていること自体に感心しました。 私立 准教授 
非常によいと思います。他大学の状況も知る機会にもなり、参考になります。 私立 講師 



















　・神戸常盤大学（畑 吉節未）　＊関西 FD パイロット校
　・京都大学（松下佳代）　・・・事務局
◆ FD 連携企画 WG
　上記の FD 連携企画部、および以下の 3 校を含む計 7 校
　・藍野大学医療保健学部理学療法学科（平山 朋子）　＊関西 FD パイロット校









　FD 連携企画 WG には、ニーズの高いテーマに関連して自校の FD に取り組む会員校を「関
西 FD パイロット校」として支援するという特色がある。2014 年 12 月現在、神戸常盤大学、
藍野大学医療保健学部理学療法学科、大阪府立大学の 3 校が関西 FD パイロット校となってい
る。
　（b）活動計画














　本年は、12 月 20 日（土）に、関西地区 FD 連絡協議会主催　京都大学高等教育研究開発推
進センター共催で、「思考し表現する学生を育てるⅥ―コピペではなく自分の頭で考えさせる
ためのライティング指導―」を、京都大学吉田南キャンパスにて開催した。
　参加者は 50 名で北は岩手県、南は沖縄県から参加があった。関西地区 FD 連絡協議会会員
校の参加者は 30 名であった。
2‒2.　第 6回ワークショップの報告






　FD 連携企画ワーキンググループ（WG）では、2014 年 12 月 20 日に京都大学にてワーク
ショップ「思考し表現する学生を育てる VI―コピペではなく自分の頭で考えさせるためのラ
イティング指導―」を開催いたしました。本 WG が 2008 年度から継続的に開催してきたワー
クショップの 6 度目にあたる今回は、学生に書くことを通じて主体形成を促すパーソナル・
ライティング（第 1 部）と、バカロレア試験流の「思考の型」を教えるアカデミック・ライティ
ング（第 2 部）の 2 本立てで構成されました。
 
13:30〜13:40 オープニング（開会挨拶・趣旨説明） 




  ［休憩］ 





   
16:55～17:00  クロージング（閉会挨拶） 
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■ 第 2 部　アカデミック・ライティング
　第 2 部では坂本尚志氏（京都薬科大学）より、バカロレア試験流の「思考の型」を教える
アカデミック・ライティングに関してご講演いただきました。バカロレアとはフランスの大



























































まとめるために 2012 年度に 1 回空白があった以外は、毎年継続して開催してきた。各年度の
サブテーマと開催校は下記の通りである。第1回のみシンポジウムで、第2回からワークショッ
プになった。
　・2008 年度　第 1 回「書くことをどう指導し、評価するか？」（立命館大学）
　・2009 年度　第 2 回「書くことをどう指導し、評価するか？Ⅱ」（関西大学）
　・2010 年度　第 3 回「書くことをどう指導し、評価するか？Ⅲ」（京都大学）
　・2011 年度　第 4 回「ライティング指導の方法」（立命館大学）
　・2013 年度　第 5 回「レポート・ライティングに関する授業設計を考える」（関西大学）






















　2014 年度の広報 WG における活動報告を以下におこなう。今年度の具体的な活動として、
ニュースレター 12 号・13 号の発行、ホームページおよびメーリングリストの維持・管理、「FD
活動報告会」に関する広報関連業務をおこなった。
2‒1.　ニュースレターの発行
　本年度のニュースレターは、第 12 号（10 月、編集責任者：藤永博）と第 13 号（2 月、編






る FD の取り組み紹介を充実させてきた。第 12 号（タイトル：「関西 FD の新たな展開に向け
て」）では、第 7 回総会の報告に加え、園田学園女子大学、兵庫大学より活動報告がなされた。











図 1　関西地区 FD 連絡協議会ニュースレター 第 12 号
（※本稿執筆時点で第 13 号は未発行）








表 1　ウェブサイトのアクセス数（2013 年 11 月〜 2014 年 10 月）
2‒3.　「FD活動報告会」関連業務
　2014 年 5 月の総会で開催した「FD 活動報告会 2014」（III−2 参照）に関する広報業務をお





　2015 年度総会において予定されている「FD 活動報告会 2015」におけるポスターセッショ
ンの発表原稿の作成と会員校間での蓄積、共有をおこなうため、京都大学で構築したオンラ
イン FD 支援システム「MOST」（https://most-keep.jp）内で原稿を作成することが推奨され








月 トータルアクセス数 ユニークアクセス数 
11 2,269 546 
12 2,283 634 
1 2,285 663 
2 2,221 613 
3 2,120 598 
4 2,688 558 
5 3,093 671 
6 3,823 767 
7 3,542 737 
8 2,090 522 
9 2,052 634 
10 3,313 626 










研究 WG、各研究 SG の活動等については、関西地区 FD 連絡協議会の各 WG の活動に関する
ホームページ（http://www.kansai-fd.org/wg/）に掲載されている。
1.　FDメディア研究 SG
　FD メディア研究 SG は、出欠確認研究 SG から名称を改めて 5 年目を迎えた。2012 年 12






期 2 回（2013 年 6 月 7 日に 2 回）・後期 3 回（2013 年 11 月 5 日、11 月 6 日、12 月 13 日）
開催された。
2.　FDデザイン研究 SG
　FD デザイン研究 SG は、2013 年度、神戸大学大学教育推進機構主催で、FD 講演会を 3 回
（2013 年 9 月 19 日、2014 年 2 月 3 日、2014 年 3 月 17 日）した。以下に、各講演会の詳細
を挙げる。
講演会１
















• 日時：2014 年 2 月 3 日 15:10 〜 16:40














• 日時：2014 年 3 月 17 日 15:10 〜 16:40）
• 講師：米川英樹（日本学生支援機構理事）
• 場所 : 神戸大学大学教育推進機構　Ｃ棟 401 号室
• タイトル :「グローバル人材育成と JASSO」
• 内容：
　グローバル化の進む中、日本人学生の海外留学を促進しようという動きが各大学に見られる。
この中で重要な役割を果たすのが JASSO である。JASSO は、奨学金貸付事業がとかくクロー
ズアップされがちであったが、国際交流の促進においてもきわめて重要な役割を担っている。









滋賀県立大学主催 関西地区 FD 連絡協議会 FD 共同実施 WG 共催 
「授業の基本」研修会 －授業の基本と授業づくり－ 
 授業の基本①－基本の基本－ 
























































































  授業の基本②－授業展開上の罠－  
  授業づくりワークショップ 
2 日目「成績評価をどうすべきか？－ルーブリックの基本－」 


















河合塾教育研究開発本部、関西地区 FD 連絡協議会協賛 
「学位プログラムをどうデザインするか？ 
－歴史学分野におけるチューニングの事例から－」 
 セッション 1 講演 
  開会挨拶 京都大学高等教育研究開発推進センターセンター長 飯吉透 
  講演 1「チューニングとは何か？－目的、プロセス、教育政策への示唆－」 
国立教育政策研究所高等教育研究部・総括研究官 深堀聰子 
  講演 2「歴史学のコアと歴史学学位プログラムの開発 
－USU での経験から－」 
ユタ州立大学歴史学部教授 ダニエル・マッキナーニー 
 セッション 2 パネルディスカッション 
   司会 京都大学高等教育研究開発推進センター教授 溝上慎一 
  指定討論「京都大学の教育改革－チューニングから何を学ぶか？」 
   京都大学高等教育研究開発推進センター教授 松下佳代 
  パネルディスカッション 
   パネリスト：ダニエル・マッキナーニー、深堀聰子、松下佳代 





































関西大学教育開発支援センター主催 関西地区 FD 連絡協議会協賛  
第 11 回関西大学 FD フォーラム 
「アクティブ・ラーニングの Future Design」 
 開会挨拶 
 基調講演①「大学教職員にとってのアクティブ・ラーニング」 
  神戸大学大学教育推進機構教授 近田政博 
 基調講演②「アクティブ・ラーニングの成果指標」 
  立命館大学教育開発推進機構教授 沖裕貴 
 基調講演③「ジェネリックスキルを培う新しいアクティブ・ラーニング」 
  関西大学教育開発支援センター研究員 田上正範 
 パネルディスカッション 
 閉会挨拶 















於：関西学院大学西宮上ケ原キャンパス第 4 別館 205 号教室 
9.25 
【共催】 









学校法人河合塾教育研究開発本部、関西地区 FD 連絡協議会協賛 
「学習のための、学習としての評価 
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“Assessment for (not of) Learning” 
   ハーバード大学教授 エリック・マズール 
報告 
「MOOC の進化と学習評価」”Evolution of MOOC and Learning Assessment” 
 京都大学高等教育研究開発推進センターセンター長 飯吉透 
「学習としての評価 
－PBL（問題基盤型学習）におけるパフォーマンス評価－」 
“ Assessment as Learning: Performance Assessment in Problem-Based 
Learning” 
  京都大学高等教育研究開発推進センター教授 松下佳代 
パネルディスカッション 











大阪大学主催 関西地区 FD 連絡協議会 FD 共同実施 WG 共催 











関西大学・津田塾大学主催 関西地区 FD 連絡協議会協賛 
関西大学シンポジウム「ライティング支援の未来像 
－社会との効果的な連携と支援ツールの活用－」 
 第 1 部 取組紹介・講演 
  開会の挨拶 
  趣旨、取組の概要、関西大学と津田塾大学での取組紹介 
  講演① 講師：大阪音楽大学 高橋典子
  講演② 講師：学び舎「森ゼミ」代表 森吉弘
  講演③ 講師：日本女子大学 小川賀代
 第 部 パネルディスカッション
  パネルディスカッション


















“Venturing into Strange Places’:Actively Engaging Our Students for an 
 Uncertain World” 
   Ray Land（Director, Centre for Academic Practice in the School of Education, 
Durham University） 
事例講演 1「教授・学習・教育の再考－フィンランドアールト大学の事例－」 
    “Case Aalto University:Rethinking Teaching, Learning and Education” 
    Martti Raevaara（Vice President, Aalto University） 
 事例講演 2「都市型大学における学生の学習を支援する共通教育カリキュラ
ムの改革－米国ポートランド州立大学の事例－」 
  “University Studies:Transformative General Education Supporting Student 
Learning at an Urban University” 
    Yves Labissiere（Interim Director, University Studies, Community Health, 
Portland State University） 
事例講演 3「京都大学における教養・共通教育改革」 
  “Reform of General Education in Kyoto University” 










































 講演とワーク（その 1） 
「大学におけるパーソナル・ライティング導入の意義 
   －『文章表現者としての主体形成』をいかに促すか－」 
  帝塚山大学全学教育開発センター准教授 谷美奈 






於：京都大学吉田南 1 号館 3 階 1 共 31 講義室 
12.22 
【共催】 






大阪大学主催 関西地区 FD 連絡協議会 FD 共同実施 WG 共催 
「自学自習を促すシラバス作成法」 
講師：大阪大学全学教育推進機構 佐藤浩章
於：大阪大学豊中キャンパス全学教育推進機構 A 棟 212 教室 
1.8 
【共催】 
大阪大学主催 関西地区 FD 連絡協議会 FD 共同実施 WG 共催 
「ルーブリック評価入門～時短・ブレない・公平な評価方法～」 
講師：大阪大学全学教育推進機構 佐藤浩章
於：大阪大学豊中キャンパス全学教育推進機構 A 棟 212 教室 
1.19 
【協賛】 
京都大学高等教育研究開発推進センター主催 関西地区 FD 連絡協議会協賛 
京都大学 FD 研究検討委員会後援 
「MOOC 時代の大学教育改善 
－Advancing Higher Education in the Age of MOOC－」 
セッション 1 
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 開会挨拶：京都大学理事・副学長 北野正雄 











  司会：京都大学高等教育研究開発推進センター教授 松下佳代 




大阪大学主催 関西地区 FD 連絡協議会 FD 共同実施 WG 共催 
「目的に応じたグループ学習を授業に導入する方法」 
講師：大阪大学教育学習支援センター 大山牧子、根岸千悠、森秀樹
於：大阪大学豊中キャンパス全学教育推進機構 A 棟 212 教室 
2.12-13 
【共催】 





















大阪大学主催 関西地区 FD 連絡協議会 FD 共同実施 WG 共催 
「主体的な学びに向けた、学生のリフレクションを促す方法」 
講師：大阪大学教育学習支援センター 大山牧子、根岸千悠、森秀樹




大阪大学主催 関西地区 FD 連絡協議会 FD 共同実施 WG 共催 
「若手教員のためのキャリアプランニングカフェ」 
講師：大阪大学教育学習支援センター 根岸千悠、大山牧子
於：大阪大学豊中キャンパス全学教育推進機構 A 棟 212 教室 
2.21 
【協賛】 
関西大学教育開発支援センター主催 関西地区 FD 連絡協議会協賛 
関西大学第 12 回 FD フォーラム 

















於：関西大学千里山キャンパス第 2 学舎 2 号館 C303 教室 
3.5 
【共催】 







学校法人河合塾教育研究開発本部、関西地区 FD 連絡協議会協賛 
「第 21 回大学教育研究フォーラム」 









関西地区 FD 連絡協議会広報 WG 共催 
「MOST 講習会」 




  参加者によるスナップショットの作成 
於：京都大学吉田南 1 号館 206 会議室 
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（中村 麻紀）
